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江津市の紹介

人口 21,464人、高齢化率 40.7％ （2024年3月31日時点）

総世帯数に占める高齢夫婦世帯の割合は17.2％（県13.5％）

75歳以上の単身世帯の割合は12.6％（県7.7％）

→独居、高齢者夫婦世帯への支援が必要

地域包括支援センター 直営

ブランチ型4か所（在宅介護支援センター）



江津市地域包括支援センターの紹介

職員体制

・センター長（保健師、主任介護支援専門員）

・主任介護支援専門員（社会福祉士）

・社会福祉士

・保健師（介護支援専門員）

・管理栄養士

・認知症地域支援推進員

・介護支援専門員 4名



本日の報告内容

１．「介護者の集い」について

（認知症施策推進事業）

２．「家族介護者教室」について

（家族介護支援事業）



１．介護者の集いについて

開催状況

・年6回（2か月に1回）開催

・対象：認知症の家族を介護している人

・認知症地域支援推進員が中心となり運営

内容、テーマ

・座談会：その日に話したいことを自由に語ってもらう

・ミニ学習会：参加者の知りたいことや疑問に応じて随時実施



認知症地域支援推進員

ボランティアさん



きっかけ、経過

・平成31年3月 「男性介護者の集い」として開催

認知症地域支援推進員が対応する中で、男性介護者が抱え込ん
でいる現状を知り、話せる場の必要性を感じた。

・令和3年5月 「介護者の集い」に変更

参加者から、女性介護者の話も聞きたいという声により変更

１．介護者の集いについて



工夫

・周知 チラシ作成、ホームページ掲載、防災無線

市の広報紙に掲載、声掛け

・運営 ボランティアの協力

・曜日 R6年度から試行的に土曜日開催を設定

１．介護者の集いについて



参加者の声より (参加者のひとりが集いで話されたこと)

・認知症の妻が特養入所。

・入所時に終末期の医療について意向確認があった。

→その時にはじめて本人の意思確認ができていないことに気づいた。

「家族として後悔が残っている」と思いを話された。

気づきの共有

・参加者 今後の集いで未来ノート(ACP)の活用方法を学ぶ予定。

・支援者 早い段階からACPの取り組みが必要だと改めて感じた。

１．介護者の集いについて



課題、今後に向けて

・参加者の固定化

・就労している人、若い世代の介護者が参加しにくい。

・自宅での介護が終了した人の参加が多くなってきている

今の家族のニーズは？

介護が終了した人→ピアサポーターのような存在で関わってもらえる

と良いかも。

・認知症以外の介護者も参加できるような場の検討

１．介護者の集いについて



２．介護者教室について

開催状況

・ブランチ（在宅介護支援センター）4か所と協力して開催

市全域を対象に1回

各地区の在宅介護支援センターで企画して開催

内容、テーマいくつか

・全体は学習会形式（令和5年後はACP、看取り）

・各地区は介護者相互の交流を大切にした企画

熱中症・脱水、防犯、認知症、災害等





きっかけ、経過、工夫

・老々介護、単身世帯が多い地域で、介護者の支援が必要。

・各地区の在宅介護支援センターで企画し身近な地域での開催。

参加者の声（R5年度ACP、看取りについて）

・支援を受けながら自宅で過ごさせてあげられるとわかった。

・認知症の妻を介護しているが、本人がどうしたいかが分からない

のが現状。

・相談の場があることが分かった。

２．介護者教室について



今後に向けて、課題

・潜在化している介護者のニーズをどう把握するか

・ホームページやSNSを活用した情報発信

・ケアマネ、民生委員等関係者で家族介護者支援の

取り組みや方針の共有

２．介護者教室について



さいごに

取り組みを振り返って

・当事者同士だからこそ話せる場所があること

・介護をしている人、していた人の実際の声を聞く貴重な機会

・参加者の声（地域課題）を日々の取り組みにつなげていくこ

とが必要

・江津市高齢者福祉計画（令和６年度～令和８年度）においては、

第３章第３節に「家族介護者の支援」を掲載しています。

これからも取り組みを継続していきます。

ご清聴ありがとうございました。


